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研究成果の概要（和文）： 
 種々の琉球諸島に産する植物を医薬品候補化合物探索の貴重な資源として含有成分の探
索研究を行った。その結果、ヒト培養癌細胞増殖抑制活性を有する化合物、癌の化学療法
で問題となっている多剤耐性抑制活性を有する化合物などを見出した。単離された化合物
の化学構造は NMR や MS などのスペクトル解析や化学的誘導体化により絶対配置を含め
て決定した。これらの研究成果は複数の国際学術論文にて報告した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Several biologically active compounds were isolated from the Okinawan subtropical 
plants. These compounds could inhibit the tumor cell growth and/or inhibit the 
multidrug resistance activity of cultured cell, which are clinically important features 
for cancer chemotherapy. The absolute structures of the isolated compounds were 
elucidated by spectroscopic and chemical modification analysis. The results were 
published in international scientific journals. 
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１．研究開始当初の背景 
 
世界中の製薬企業、政府研究機関や大学など
の研究者が勢力的に探索研究を行い開発し
た結果、いくつかの抗がん薬が臨床使用され、
一定の成果をもたらしている。しかし、癌は
いまだ死因のトップに挙げられており、新た
に多剤耐性化の問題が表出するなど、現在、
新規抗がん剤リード化合物の探索研究は緊

急に取り組むべき課題のひとつである。 
 
２．研究の目的 
数年前から上記の課題に取り組み、培養がん
細胞増殖抑制活性などを示す化合物に関し
ていくつかの成果を発表することができた。
本研究では、引き続き培養がん細胞増殖抑制
活性を指標にすると共に、それに加えて多剤
耐性機構の重要な機構の 1つである薬物排出
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トランスポーターの機能を阻害する活性や、
新しい試みとしてがん細胞の不死化に関係
するテロメラーゼの主要サブユニットであ
る hTERT の発現抑制活性を指標にして探索
研究を進める。これにより臨床使用可能な薬
物を 1つでも増やすことが本研究の主要目的
である。 
 
３．研究の方法 
 
①研究対象とする植物サンプルの採集。これ
は日本における動植物の固有種、貴重種の宝
庫である琉球諸島（下図）にて、ほとんど化
学的研究がされていない植物を中心に採集
する。 

 
 
②抽出物の調製および活性試験によるスク
リーニング（図 2） 
③活性を指標にした各種カラムクロマトグ
ラフィーによる分離精製 
④NMR、MS などのスペクトルデータの解析に
よる構造決定 
⑤in vitro 活性評価、構造活性相関 
の検討  
 

 

４．研究成果 
 
ヒト肺がん細胞細胞株に対する増殖抑制活
性、および多剤耐性株（この株は ABC トラン
スポーターの一つ P-gp を過剰発現している
ことがわかっている）を用いた解析で活性が
見られた化合物を単離精製しその化学構造
を解明した。そのうち化合物 1-8 は新規化合
物であった。 
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